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　10月28日に行われたさんさんまつりでの子ど
も神

み

輿
こ し

の様子です。子どもたちが「ワッショイ、
ワッショイ」と元気よく神輿を担ぐ姿に、大勢の
観客から大きな拍手と声援が送られました。

今月の表紙は
「子ども神輿」

Ｐ26Ｐ18

　今年も残すところあと1カ月となりました。皆
さんにとって平成30年はどのような年でしたか？
　今年は、記録的猛暑や豪雨の被害が日本各地で
相次ぎ、自然災害の恐ろしさを目の当たりにした
1年でした。「私は関係ない」「私は大丈夫」と思
わず、日頃から万全な備えをお願いします。
　市としても、地域のつながりを深め、災害に強
いまちづくりを推進していきたいと思います。

Ｐ19

Ｐ21

Ｐ17Ｐ20

「古河桃むすめ」オーディションへの参加者を募集
古河の魅力を一緒に PR してみませんか？
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「市長と語ろうまちづくり」

災害に強いまちづくり
～地域防災力の向上による減災～

減
災
に
つ
い
て
考
え
る

　
近
年
、
全
国
各
地
で
豪
雨
や
大
地
震
等

が
発
生
し
、
大
き
な
被
害
が
頻
発
し
て
い

ま
す
。
３
年
前
の
関
東･

東
北
豪
雨
や
今

年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
な
ど
、
地
球
の
気

候
変
動
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
私
た

ち
の
ま
ち
に
お
い
て
も
大
災
害
は
起
こ
り

得
る
も
の
と
し
て
、
真
剣
に
受
け
止
め
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
現
象
は
、
残

念
な
が
ら
人
間
の
力
で
は
止
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
災
害
に
よ
る
被

害
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
の
普
段
か
ら
の

備
え
に
よ
っ
て
減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

自
然
災
害
か
ら
得
た
教
訓
①

　
ま
ず
、
平
成
７
年
１
月
に
発
生
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
す
。
こ
の
災
害
で
の

教
訓
は
、
災
害
は
思
い
も
し
な
い
所
に
、

思
い
も
し
な
い
形
で
、
突
然
発
生
す
る
と

い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
大
き
な
災
害
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

国
や
自
治
体
の
救
助
・
救
援
に
時
間
が
か

か
る
た
め
、
住
民
に
よ
る
自
助
や
共
助
の

力
が
大
き
く
表
れ
た
事
例
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

５
ペ
ー
ジ(
右
上)
の
グ
ラ
フ
は
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
後
、
倒
壊
し
た

建
物
等
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
を
、
誰
が

救
出
し
た
の
か
を
調
べ
た
も
の
で
す
。　

自
力
や
家
族
と
い
っ
た
自
助
に
よ
る
も
の

は
約
67
％
、
友
人
や
隣
人
、
通
行
人
と

い
っ
た
共
助
に
よ
る
も
の
は
約
31
％
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
救
助
隊
と
い
っ
た

公
助
に
よ
る
も
の
は
約
２
％
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
さ
に
、
自
助
・
共
助
が

命
を
守
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

自
然
災
害
か
ら
得
た
教
訓
②

　
次
は
、
平
成
27
年
９
月
に
発
生
し
た
関

東
・
東
北
豪
雨
で
す
。
こ
の
災
害
は
、
鬼

怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
た
こ
と
で
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
も
っ
と
早
い
段

階
で
避
難
指
示
が
出
せ
な
か
っ
た
の
か
な

ど
、
大
き
な
反
省
が
残
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
で
の
教
訓
は
、
①
河
川
上
流
の
降

雨
量
に
特
に
注
意
を
す
る
こ
と
②
水
位
予

測
に
基
づ
く
的
確
な
避
難
勧
告
等
の
出
し

方
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
③
人

は
な
か
な
か
逃
げ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
５
ペ
ー
ジ(

左
上)

の
グ
ラ
フ
は
、
災
害

時
に
お
け
る
避
難
開
始
の
動
機
を
尋
ね
た

も
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
分
か
る
の
は
、
市

が
発
令
し
た
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
で
逃

げ
た
人
は
わ
ず
か
29
％
で
あ
り
、
52
％
の

人
は
実
際
に
危
険
を
目
に
し
な
い
と
逃
げ

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
一
方
で
、

70
％
の
人
は
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
逃
げ
る

と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　9 月 28 日から 11 月 13 日まで 9 回
開催された「市長と語ろうまちづくり」。
今年は、自助・共助・公助の連携を強
化することで、地域防災力向上による
減災を目的として行いました。
　市長が当日話をした内容や質問など
の一部を紹介します。
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自助・共助が
97.5％

危険が
迫ってから

52％

声掛け
されてから

70％

　
私
は
、「
人
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
逃

げ
る
」
と
い
う
回
答
結
果
に
着
目
し
て
い

ま
す
。
地
域
に
お
け
る
助
け
合
い
で
あ
る

共
助
の
取
り
組
み
と
し
て
、
普
段
か
ら
の

声
掛
け
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
助
・
共
助
の
重
要
性

　
行
政
が
、
市
民
の
生
命
や
財
産
等
を
守

る
と
い
う
こ
と
は
当
然
の
使
命
で
す
。
し

か
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
自

助
・
共
助
・
公
助
の
割
合
を
見
る
と 

７

対
２
対
１
に
な
っ
て
お
り
、
公
助
が
ほ
と

ん
ど
機
能
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
道
路
の
寸

断
で
孤
立
地
域
の
救
助
に
向
か
え
な
い
こ

と
や
、
市
役
所
自
体
が
被
災
し
て
し
ま
う

な
ど
、
大
災
害
の
状
況
下
で
は
公
助
に
限

界
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
自
助
や
共
助
を
高
め
る
取
り

組
み
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
ず
最

初
に
、
自
分
と
家
族
を
守
る
取
り
組
み
で

あ
る
自
助
に
つ
い
て
で
す
。
１
年
に
１
回

は
、
家
族
み
ん
な
で
防
災
会
議
を
行
い
、

避
難
先
へ
の
経
路
や
家
族
と
の
連
絡
方
法

な
ど
を
確
認
し
合
い
、「
わ
が
家
の
ル
ー

ル
」
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
防
災

訓
練
等
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
、
防
災
知

識
の
習
得
に
も
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
地
域
で
の
助
け
合
い
で
あ
る
共

助
に
つ
い
て
で
す
。
最
善
の
方
法
と
し

て
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
防
災
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
平
常
時
、
防
災
知

識
の
普
及
や
防
災
訓
練
、
防
災
マ
ッ
プ
の

作
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
災
害

時
に
は
、情
報
収
集
、避
難
誘
導
、給
食
・

給
水
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
要
支
援
者
の
サ
ポ
ー
ト

も
、
共
助
の
力
を
高
め
る
重
要
な
要
素
で

す
。
地
域
に
よ
る
共
助
を
推
進
し
、
災
害

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

地
域
防
災
力
を
高
め
る

　

行
政
や
公
的
機
関
に
よ
る
公
助
に
加

え
、
自
分
と
家
族
の
身
は
自
分
た
ち
で
守

る
自
助
、
地
域
や
身
近
に
い
る
人
同
士
が

助
け
合
う
共
助
と
の
連
携
が
大
き
な
力
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
大
き
な
力
を
「
地
域
防
災
力
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
自
助
・
共
助
・
公
助
の

連
携
が
強
く
な
る
ほ
ど
地
域
防
災
力
は
高

ま
り
、
減
災
に
対
す
る
効
果
が
発
揮
で
き

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
は
い
つ

起
き
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
待
っ
た
な

し
の
状
態
で
す
。

　
普
段
か
ら
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
や
家

族
で
で
き
る
こ
と
、
近
所
の
人
と
力
を
合

わ
せ
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

近くまで水が
来ていると聞いた 

自分のいる場所が
浸水し始めた 

鬼怒川が氾濫
していると聞いた 

自治会・近所の人
に呼びかけられた

市職員・消防団に
呼びかけられた 

家族や友人に
促された 

29％

23％

15％

14％

41％

16％

13％

常総市の水害におけるアンケート
～避難の動機 ( 立ち退き避難 ) についての質問～

資料：「鬼怒川決壊　常総市の住民はどのように避難したのか？」
　　　放送研究と調査 AUGUST 2016

自助・共助の重要性 ( 阪神・淡路大震災 )
～生き埋めや閉じ込められた際の救助主体～

資料：1995年兵庫県南部地震における火災に関する報告書
　　　(日本火災学会)

34.9％

31.9％

28.1％
自力で

家族で

友人や隣人に

2.6％
通行人に

0.9％
その他

【自助】

【自助】

【共助】

【共助】

【公助】

1.7％
救助隊に

【公助】( 複数回答 )

避難勧告や
避難指示が出た 
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洪
水
時
の
避
難
行
動
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
洪
水
時
の
避
難
情
報
を
気
象

情
報
や
河
川
の
水
位
等
を
勘
案
し
な
が

ら
、
原
則
、
段
階
的
に
発
令
し
ま
す
。
そ

こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
発
令
さ
れ

る
避
難
情
報
を
基
に
、
自
分
は
ど
の
よ
う

に
避
難
し
た
ら
い
い
の
か
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
避
難
に
支
援
が
必
要
な
の
か
、
避
難
先

へ
の
距
離
が
遠
い
の
か
、
あ
る
い
は
移
動

手
段
は
徒
歩
な
の
か
車
な
の
か
な
ど
、
安

全
に
避
難
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
。

　
洪
水
時
の
避
難
行
動
と
し
て
、
逃
げ
遅

れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
自
分
な
り

に
余
裕
を
持
っ
て
安
全
に
避
難
で
き
る
行

動
計
画
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
と

な
り
ま
す
。

私
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
し
ま
う
怖
さ

　
身
の
周
り
で
被
害
が
起
き
て
い
な
い
場

合
、
人
は
災
害
の
危
険
性
を
過
小
評
価
し

て
、
自
身
の
危
険
と
し
て
受
け
止
め
な
い

習
性
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
は
ず
は
な

い
」「
前
回
は
大
丈
夫
だ
っ
た
」「
周
り
の

人
が
逃
げ
て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
な

ど
、
心
の
中
で
「
自
分
は
大
丈
夫
で
あ
る

こ
と
」
の
理
由
を
探
し
て
し
ま
う
よ
う
で

す
。

　
こ
う
し
た
習
性
が
、
洪
水
時
に
お
い
て

は
逃
げ
遅
れ
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
ま
さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
」
と
い
う
被
災
者
の
話
は
、
７

月
の
西
日
本
豪
雨
で
も
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
避
難
行
動
を
と
る
際
に
は
、
こ
う
し
た

人
間
の
習
性
を
自
分
の
弱
点
と
し
て
理
解

し
、
こ
れ
を
克
服
し
て
い
く
こ
と
が
肝
心

で
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　
最
後
に
、
自
然
災
害
は
必
ず
起
こ
る
と

い
う
前
提
で
、
日
頃
か
ら
備
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
災
害
が
起
こ
っ
た
と

し
て
も
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の

取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
そ
の
際
は
、
行

政
の
力
だ
け
で
は
住
民
の
安
心
安
全
を
十

分
に
確
保
で
き
な
い
の
が
過
去
の
教
訓
か

ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、「
自
分
の
命
や

自
分
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
そ
れ

が
地
域
の
安
全
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
皆
さ
ん
の
「
自
助
・
共
助
の
力
」

を
高
め
、
行
政
の
公
助
と
連
携
を
取
り
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

□洪水時の避難行動
　台風などの上陸により河川堤防の決壊を想定したタイムライン。体が不自由・避難所まで遠い・
浸水域に住んでいるなど、自身の状況に合わせたマイタイムラインを考えてみましょう。

・気象警報等
の確認

・避難所、
避難ルート
の確認

・避難準備・高齢者等
避難開始を発令

・避難所の開設

・避難の準備
※高齢者等は避難行動を。

・避難勧告を発令 ・避難指示を発令

・エリアメール等で
避難準備・高齢者等避難開始
を発信

・エリアメール等で
避難指示を発信

・エリアメール等で
避難勧告を発信

氾濫発生

・避難の実施 ・避難の完了

体が不自由、避難所ま
で遠い場合は避難を開
始してください

私は大丈夫と思わず、
避難情報に併せ必ず避
難をしてください

市
役
所

市
民
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(4) 大野市ホーム
ページで古河市の
災害情報などが閲
覧できます

見られる見られない

姉妹都市　福井県大野市と災害時連携

ホームページで災害情報を代理掲載
　平成25年11月に姉妹都市である福井県大野市と「姉妹都市の災害時における行政情報に関する覚書」
を取り交わしました。古河市が被災し、市ホームページで情報を発信することができなくなった場合に
は、災害情報などが大野市のホームページに代理掲載されます。
　いつ起こるか分からない災害に備えるために、大野市のホームページを「お気に入り」や「ブックマー
ク」に登録するなど、被災時に閲覧できる準備をお願いします。

【問】 秘書広報課℡92-3111
…もしも古河市が被災したら…

古河市役所 大野市役所
(2) 大野市へ情報掲載を依頼

(1) 古河市が被災し情報が
     発信できない

(3) 情報掲載

□市長と語ろうまちづくりでの質問
　災害時に自分たちはどうしたらいいのか、防災対策の現状など、参加者からの質問の一部
を紹介します。

▲回答する針谷市長

避難所・避難場所は全て耐震診断、耐震工事が終わっています。
大きな地震の場合は、応急危険度判定士が、避難所の安全を確
認します。A

東日本大震災では、余震で倒壊した避難所があった
ようだが、市内の避難所は大丈夫なのか？Q

平成 27 年の豪雨の際に避難をしようとしたら
道路が冠水していて行くことができなかった。
道路の冠水対策は大丈夫なのか？

全ての道路を整備することはできないので、ハザー
ドマップの冠水箇所を避けて避難してください。A

Q
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(仮)南古河駅の設置に期待する効果

通勤・通学の利便性向上

新駅周辺商業施設の
形成による利便性の向上
新駅を中心としたバス等の
公共交通網の形成による
利便性の向上
新駅周辺の宅地開発による
住環境の向上

レジャー施設等への
アクセス向上

その他

無回答

0 10 20 30

11.4％

15.2％

8.1％

9.8％

11.9％

18％

25.6％

　調査にご協力いただきありがとうございました。本調査結果の詳細は、各庁舎の窓口
および市ホームページでご覧になれます。

本アンケートと同様の内容でWEBアンケートを実施しています。
市ホームページまたはQRコードからアクセスしていただき、回答にご協力ください。

ー 新市建設計画 ー

【先導的プロジェクト】
１．(仮)南古河駅の設置
２．筑西幹線道路の整備
３．高等教育機関の誘致
４．各交流拠点の整備

平成17年策定
古河市・総和町・三和町合併協議会

「古河市のまちづくり」に関する
市民アンケート調査結果(一部抜粋)
　この市民アンケートは、平成 17 年に策定した「新市建設計画」における「先導的プロジェクト」等につ
いて、合併後 13 年が経過した現在、市民の皆さんのニーズがどのように変化しているのかなどを把握する
ために実施したものです。【問】 プロジェクト推進室℡ 92-3111

調査の概要
期間　8 月 27 日～ 9 月 12 日
対象　市内在住の満 18 歳以上の男女 3,000 人
         ※住民基本台帳から無作為抽出。
回答数　1,003 通
回収率　 33.4％

先導的プロジェクトへの関心

31.3%

23.5%15.3%

15.1%

14.8%
(仮)南古河駅の設置

筑西幹線道路の整備高等教育機関
の誘致

各交流拠点の整備

その他・無回答

0 10 20 30 40 50

各交流拠点(文化交流拠点)の
　整備に期待する効果
映画館やショッピングモール
等の商業施設の形成

地域防災拠点機能を備える
新庁舎を含めた複合的な
公共施設の設置

芸術鑑賞等が可能な
文化施設の設置

図書館や地域交流センター
機能を備えた公共施設の設置

その他

無回答

43.7％

15％

13.7％

12.8％

6.8％

8％
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　市では、障がいのある人が、住み慣れた地域で安心して暮らしてい
けるよう、さまざまな生活支援を行っています。医療費助成や各種
サービス等の利用を希望する人は、事前にご相談ください。

【問】 障がい福祉課℡92-4919

□医療費の一部を助成します(自立支援医療費制度)

□各種手当を支給します

□主な障がい福祉サービス(一部)

□申請窓口

名称 対象 内容
精神通院医療費 精神障がいのある人 通院治療費の一部助成

更生医療費 身体障害者手帳を持っている18歳以上で、手術等に
より確実な治療効果が期待できる人 手術費・通院治療費の一部助成

育成医療費 18歳未満でそのまま放置すると、将来身体に障がい
が残ると認められる人 手術費・通院治療費の一部助成

名称 対象 内容

① 介護給付 身体障がい者、知的障がい者、
精神障がい者、障がい児等

日常生活や療養に必要な介護(ホームヘルプ、重度訪問介護、
行動援護、短期入所、生活介護等)

② 訓練等給付 身体障がい者、知的障がい者、
精神障がい者等

自立して地域で暮らしていくために必要な知識や技術を身に
つける支援(自立訓練、就労移行支援、就労継続支援等）

③ 補装具購入・修理費の助成 身体障害者手帳所持者、難病患者
等 盲人用安全杖、義肢、車椅子、補聴器等

④ 日常生活用具購入費の助成 身体障害者手帳所持者、療育手帳
所持者、難病患者等

入浴補助用具、拡大読書器、特殊寝台、情報受信装置、
ストマ用装具等

⑤ 手話通訳者等の派遣 聴覚障害や音声言語機能に障がい
のある人

病院や学校、各種相談に行くときに、手話通訳者や要約筆記
者を派遣

名称 費用
特別障害者手当 月額2万6,810円
障害児福祉手当 月額1万4,580円
特別児童扶養手当 月額5万1,450円(1級)

月額3万4,270円(2級)

在宅心身障害児福祉手当
月額3,000円
※障害児福祉手当との併給は
できません。

相談支援センター等 所在地 連絡先 利用時間

青嵐荘つくし園相談支援事業所 上大野2290-1 ℡23-1161
23-1162

年中無休
8時30分～17時30分

あじさい学園相談支援事業所 鴻巣1111 ℡48-0431
48-0433

月曜日～金曜日
8時～17時

まくらがの里どんぐり 上大野1517-1 ℡97-1123
98-0220

月曜日～金曜日
9時～17時

ライフサポートセンターネーブル 下大野2165-2 ℡92-1288
92-2388

月曜日～金曜日
8時30分～17時30分

地域活動支援センター煌
きらめき

※精神障がいのある人のみ。
坂東市沓掛
411-1

℡0297-30-3071
0297-30-3072

月曜日～土曜日
9時～17時

障害者虐待防止センター ー ℡0120-06-3801 年中無休(24時間対応)

□相談窓口へ気軽に相談ください
　障がいのある人やその家族等を対象に、日常生活上の不安や悩み、福祉サービスの案内など、
生活全般について専門知識を持った職員が相談に応じます。

障がいのある人の日常生活を応援します

※費用は原則1割負担(所得により負担上限額あり)。

※①～④の費用は、原則1割負担(所得により負担上限額あり)。⑤は費用無料。

場所
障がい福祉課

市民総合窓口課

古河庁舎市民総合窓口室

三和庁舎市民総合窓口室

「障がい児・者ガイドブック」
「古河市バリアフリーマップ」
は市ホームページをご覧くだ
さい。
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　市では、市内の産品の中で特に優れたもの、安心・安全・高品質な商品を「古河ブランド」として認証し
ています。認証された産品には認証シールが貼られ、市内外の物産イベントなどで広く紹介されます。平成
30年度の審査会において、新たに下の２品が認証され「古河ブランド」に加わりました。
　今後も、魅力あふれる多彩な特産品を全国に発信していくことで、まちの活性化を図っていきます。

【問】　 観光物産課℡22-5111

古河市の魅力発信！
古河ブランドで特産品をPR

12月は地球温暖化防止月間です
　家庭におけるエネルギー消費量は、ライフスタイルの変化や家電製品の普及に伴い、年々増加し続けてい
ます。特に、冬期は暖房機器の使用や、年末にかけての自動車利用の増加等に伴い石油・ガス等の化石燃料
を使用する機会が増加します。このため、温暖化の主な原因となる二酸化炭素や大気汚染の主な原因となる
窒素酸化物などが多く排出されています。
　この機会に、環境にもお財布にもやさしい省エネ・節電を実践してみましょう。

【問】　 環境課℡ 76-1511

　　リビングでの工夫
・エアコン利用時は、風向きを上手に調整しま
しょう(風向板は冷房では水平、暖房では下向きに)
・扇風機を使って空気を循環させましょう

　　お風呂での工夫
・入浴の間隔は空けないようにしましょう
・浴槽のふたは閉めましょう

　　台所での工夫
・電気ポットを長時間使用しないときは、電源プラ
グを抜きましょう
・食器を洗うときは、ガス給湯器を低温に設定しま
しょう
・熱いものは冷ましてから冷蔵庫に保存しましょう

　古河市非公認キャラクター「こがにゃんこ」の
たかみにゃん石

せ き

と、どいしゃむ位
つ ら

の形に型抜きさ
れたクッキー。プレーン、ココア、さしま茶の 3
種類の味が楽しめます。

　　こがにゃんこクッキー
　古河公

く

方
ぼ う

公園の茶畑で摘まれた「やぶ北茶」。
　長時間蒸す深蒸し製法で作られており、さしま
茶のしっかりとした味と香りが楽しむことができ
ます。

　　古河公方公園摘み　やぶ北茶

たかみにゃん石 どいしゃむ位
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古河市消防団が準優勝！
　10月19日、富山県で開催された第26回全国消防操法大会に出場した古河市消防団(第11分団)が、初出場に
して見事準優勝に輝きました。市として初めての快挙を成し遂げた消防団員の皆さんおめでとうございます。

【問】 消防防災課℡ 92-3111

大会成績順位表

操法大会出場隊員

□消防ポンプ操法とは
　火災消火を想定した基本操作の訓練。設置された
防火水槽から吸水し、火災現場を意識した火

か

点
て ん

と呼
ばれる的をめがけて放水し、撤収するまでの一連の
操作の習得を目指すもの。

ポンプ車の部
順位 都道府県名 消防団名
優勝 栃木県 益子町消防団

準優勝
富山県 砺波市消防団
茨城県 古河市消防団
鳥取県 米子市消防団

担当種別 氏名 行政区
指揮者 茂田重美 東牛谷
1 番員 佐藤賢一 西牛谷
2 番員 野本直樹 八幡町
3 番員 佐藤裕之 西牛谷
4 番員 舘野大亮 東牛谷
補助員 舘野悟 東牛谷

　消防団は、地域の安心と安全を守るため、日
常の火災予防、有事の際の消火や救助を行う地
域防災のリーダーとして活動を行っています。
　住み慣れた地域を災害から守り、次の世代が
安心して暮らすために、あなたの力を必要とし
ています。消防団員として活動してみませんか。

【問】 消防防災課℡92-3111

消防団員を募集中

▲パトロールに出発する前の女性消防団員

女性消防団員も募集中！　
仕事や家庭との「両立」
を実現しています。
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第73回国民体育大会
【男子100ｍ背泳ぎ】
忍
お し

田
だ

尊
たける

さん(三和中学校)
【高等学校野球硬式】
金子凌

りょう

さん(日本大学第三高等学校)
【空手道成年女子組手個人】
染谷真有美さん(茨城県競技力向上対策本部)

【2位：空手道成年女子
組手個人】
染谷真有美さん
(茨城県競技力向上対策本部)

全国大会出場

表彰

第73回国民体育大会

第49回ジュニアオリンピック
陸上競技大会

【男子200ｍ】
和田大

だ い

輝
き

さん(三和北中学校)

平成30年度全日本卓球選手権大会
【マスターズの部】
髙橋進さん(SPC)
諏訪はつ江さん(SPC)

茂田絹子さん
(79歳、中田)

元古河市議会議員

荒井富男さん
(76歳、上辺見)
元防衛庁技官

野村利夫さん
(71歳、本町)

元古河商工会議所
副会頭

津島隆一さん
(70歳、中田)

元東京都港湾局長

秋の叙勲

瑞宝単光章瑞宝単光章旭日双光章旭日双光章瑞宝小綬章

栗原忠一さん
(65歳、東本町)

元東武鉄道森林公園
検修区長

沼田匡史さん
(79歳、東)

社会教育委員

社会教育功労者

岩永峯生さん
(71歳、小堤)
元警視庁警部

野内治さん
(61歳、仁連)

元2等陸尉

荒井豊さん
(61歳、本町)
元3等陸佐

危険業務従事者叙勲

瑞宝単光章瑞宝双光章瑞宝双光章瑞宝双光章

稲葉真也さん
(74歳、三和)

元茨城西南地方広域
市町村圏事務組合

消防司令

文部科学大臣表彰
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ネーブルパーク
冬季限定宿泊パック

越しをお待ちしています。
①クリスマス宿泊パック
　12月1日～25日：大人1泊2食付き5,900円
②宿泊パック「つどい」
　1月8日～2月28日：大人1泊2食付き5,900円

【問】ネーブルパーク平成館℡91-2080

　寒さが身にしみる季節となりました。ネーブル
パーク「平成館」では、身も心も温まる冬季限定

「宿泊パック」を2種類用意しました。「平成館」
は研修だけの施設と思われがちですが、宿泊でき
る施設でもあります。今回紹介する冬季限定宿泊
パックも、毎年多くの人に利用いただき好評で
す。この機会にぜひご利用ください。皆さんのお

　暖房器具を安全柵などで囲み、子どもが近づき
すぎないようにしましょう。また、子どもは湯気
や音に興味を示すことがあります。暖房器具の上
に、やかんや鍋を置くことは避けましょう。特に、
炊飯器・加湿器・電気ポットは、吹き出し口から
高温の蒸気が出たり、ふたが開いたりする危険が
あるので注意しましょう。さらに、コードにつま
ずいたり、引っ張る可能性もあるため、コードの
取り扱いにも注意が必要です。また、テーブルク
ロスを引っ張ったり、汁物を倒してやけどをする
こともあるので気を付けてください。

事故を防ぐためのポイント

　小さなお子さんは、熱い物がわからず触れてし
まい、やけどをしてしまうことがあります。やけ
どを防ぐための環境作りが必要です。 ①すぐに流水で「冷やす」こと(10～15分以上)。

②服は「脱がさない」こと（服の上から冷やす）。
③低体温に注意すること(冷やさない所は毛布等
で保温する）。
④水ぶくれは「破かない」こと（感染の原因にな
ります）。

応急処置のポイント

受診のポイント

様子を見て受診 すぐに受診 救急車を呼ぶ
①赤くなる
②子どもの手より
　小さい範囲

①子どもの手より
　大きい範囲
②水ぶくれがある
③やけどが指・関
　節・陰部にある

①大人の手より大
　きい範囲
②顔のやけど
③皮膚が黒くただ
　れている

　帰省等で自宅以外に滞在することが増える時期
です。家族みんなで事故の起きない環境を整えま
しょう。

健康づくり課

子どものやけど



籐工芸を普及させるために
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　　　　　　葵
あおい

史
ふ み

衣
え

 さん(上片田・83歳)

工
芸
家
へ
の
転
身

　
東
京
都
で
銀
行
員
と
し
て
働
い

て
い
た
葵
さ
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。「
自
分
で
何
か

を
生
み
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」「
年
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関
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な
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こ
と
を
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た
い
」
と
思
い
、
銀
行
を
辞
め
て

工
芸
家
に
転
身
し
ま
し
た
。

　

葵
さ
ん
が
始
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ー
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当
時
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が
薄
い
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で
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染
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す
る
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試
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言
い

ま
す
。
そ
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芸
術
性
の
高
さ
が
認
め

ら
れ
、
コ
サ
ー
ジ
ュ
や
ブ
ー
ケ
を

テ
レ
ビ
番
組
「
夜
の
ヒ
ッ
ト
ス
タ

ジ
オ
」
な
ど
に
出
演
す
る
芸
能
人

に
作
品
提
供
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
珍
し
い
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
は
人

気
が
あ
り
、
作
成
の
依
頼
が
非
常

に
多
く
、
制
作
に
追
わ
れ
る
日
々

で
し
た
。
そ
の
中
で
葵
さ
ん
が
感

じ
た
の
は
、
自
身
の
技
術
研
さ
ん

や
作
品
作
り
を
じ
っ
く
り
と
行
い

た
い
と
い
う
こ
と
。
そ
こ
で
東
京

を
離
れ
よ
う
と
決
心
し
た
そ
う
で

す
。

籐
工
芸
を
広
め
る
た
め
に

　
１
９
８
７(

昭
和
62)

年
に
三
和

町
に
引
っ
越
し
た
後
は
、
芸
術
活

　5月に開催されたモンゴル平成の和魂継承芸術展で蒙
も う

日
に ち

文化
振興芸術褒賞とモンゴル創始名誉芸術作家賞を受賞した葵さ
ん。50年以上も制作し続けている籐

と う

工芸作品は、多くの美術展
などで受賞しています。
　自身の技術研さんや籐工芸などの普及に奮闘する葵さんに話
を伺いました。

動
の
傍
ら
で
籐
工
芸
や
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
講
師
と
し
て

活
動
す
る
毎
日
。「
ゆ
っ
く
り
と

制
作
を
し
た
い
と
思
っ
た
け
れ

ど
、
結
果
的
に
は
東
京
に
住
ん
で

い
た
と
き
と
同
じ
く
ら
い
忙
し
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
笑
い
な
が

ら
話
し
ま
す
。

　
多
く
の
生
徒
と
共
に
楽
し
み
な

が
ら
制
作
を
行
う
葵
さ
ん
が
一
番

力
を
入
れ
て
い
た
の
が
籐
工
芸
で

し
た
。

　
葵
さ
ん
は
、
籐
工
芸
の
中
で
も

椅
子
や
籠
で
は
な
く
花
や
人
形
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

は
、
自
分
の
作
品
が
日
用
品
と
し

て
使
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
特
別

な
も
の
と
し
て
飾
っ
て
も
ら
い
た

い
か
ら
だ
と
言
い
ま
す
。

技
術
と
思
い
を
つ
な
ぐ

　
籐
工
芸
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
の
技
術
が
評
価
さ
れ
、

１
９
９
６(

平
成
８)

年
の
ア
ト
ラ

ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
際
に

は
、
世
界
の
文
化
紹
介
と
し
て
葵

さ
ん
の
作
品
が
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に

な
っ
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
開
催
さ
れ
た
モ
ン

ゴ
ル
平
成
の
和
魂
継
承
芸
術
展
で

は
蒙
日
文
化
振
興
芸
術
褒
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
そ
の
技
術
は
世
界

で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
籐
工
芸
や
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
を

多
く
の
人
に
広
め
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
忙
し
い
中
で
も
普
及
活

動
を
続
け
て
き
た
葵
さ
ん
。
自
身

の
講
座
の
卒
業
生
が
自
分
に
代
わ

り
工
芸
文
化
を
継
承
し
て
く
れ
て

い
る
の
で
、
今
度
こ
そ
は
、
自
身

の
作
品
を
ゆ
っ
く
り
制
作
し
た
い

と
話
す
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

▲ 5 月の芸術展で入賞した作品と賞状

籐工芸とは
　江戸時代後期に生
活用品として広く普
及。軽く、硬くて丈
夫という特性を生か
し、家具調度品とし
て使用されている。



お子さんの写真を募集中！ ＜対象＞ 0〜3歳の市内在住のお子さん　＜応募方法＞ メール・電話で受付中。メー
ルのタイトルを「今月の古河っ子応募」とし、本文に「お子さんの氏名(ふりがな)・生年月日・父母の氏名・住
所・電話番号」を明記し、hisho.kouhou@city.ibaraki-koga.lg.jp( 秘書広報課)へ申し込みください♪

いいこが育つ古河今月の古河っ子
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　私の夢は、教師になって世界中の子どもたちに勉
強を教えることです。
　「子どもだから」「女性だから」という理由で教育
が受けられない人たちを救いたいからです。
　ノーベル平和賞を受賞したマララ・ユスフザイさ
んはスピーチで言いました。
　「一人の子ども、一人の教師、一冊の本、そして
一本のペン。それで世界は変えられる」
　この一人の教師に、私はなります。

世界中の子どもたちを笑顔に

　　冨
と み

安
や す

咲紀さん  総和中学校3年生

　いつもにこにこ兄妹♪これからも

仲良くすくすく元気に育ってね♥
(父：達雄、母：美里)

生沼花
か ほ

穂 ちゃん

 (平成29年3月生まれ・女沼)

落合冬
と う

馬
ま

 くん

 (平成30年1月生まれ・高野)

　皆を笑顔にしてくれる冬馬君。優

しい子に育ってね。大好きだよ。

(父：翔太、母：里美)

　パパ、ママ、お兄ちゃんもいつも

花穂の笑顔に癒
い や

されます！

(父：一憲、母：由香里)

松村皇
お う

輝
き

(左)くん・美
み つ き

希(右)ちゃん

(平成28年2月生まれ
平成30年4月生まれ・幸町)
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「
擴
子
」・「
な
つ
み
」・「
路
子
」

～
歴
史
小
説
家
・
永
井
路
子
の
軌
跡
～

　
文
学
館
開
館
20
周
年
企
画
展
「
歴
史

小
説
家
・
永
井
路
子
展
」
の
会
期
も
、

残
す
と
こ
ろ
、
ひ
と
月
足
ら
ず
。
あ
ら

た
め
て
永
井
路
子
氏
の
こ
と
、
展
示
に

つ
い
て
の
あ
れ
こ
れ
な
ど
、
思
い
つ
く

ま
ま
に
書
き
散
ら
し
て
み
ま
し
た
。
少

し
の
間
、
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

戦
後
の
歴
史
文
壇
を
け
ん
引

　
昭
和
27
年
、『
小
説
サ
ン
デ
ー
毎
日
』

懸
賞
小
説
に
応
募
、
入
選
し
た
「
三
條

院
記
」
で
文ぶ

ん
だ
ん壇

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た

永
井
氏
は
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
編
集
者

を
続
け
な
が
ら
習
作
に
励
み
ま
す
。

　
昭
和
36
年
に
は
筆
一
本
の
生
活
に
入

り
、
昭
和
40
年
、
鎌
倉
幕
府
の
草
創
期

を
独
自
の
視
点
・
方
法
で
描
い
た
『
炎え

ん

環か
ん

』
で
第
52
回
直
木
賞
を
受
賞
、
歴
史

小
説
家
と
し
て
の
地ち

歩ほ

を
固
め
ま
し
た
。

　
以
後
、『
氷ひ

ょ
う

輪り
ん

』(

女
流
文
学
賞)

、『
こ

の
世
を
ば
』(

菊
池
寛
賞)

、『
雲
と
風
と
』

(

吉
川
英
治
文
学
賞)

、『
岩
倉
具
視
』(

毎

日
芸
術
賞)

な
ど
の
本
格
的
歴
史
・
史

伝
小
説
を
は
じ
め
、『
美
貌
の
女
帝
』

『
山
霧
』
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
女
性
史

も
の
」、
あ
る
い
は
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
歴
史
エ
ッ
セ
イ
『
歴
史
を
さ

わ
が
せ
た
…
』
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
数
々

の
優
れ
た
作
品
で
戦
後
の
歴
史
文
壇
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
と
お

り
で
す
。

幼
少
時
代
の
資
料
も
紹
介

　
今
展
で
は
、
自
筆
原
稿
や
取
材
ノ
ー

ト
、
賞し

ょ
う

牌は
い

類
な
ど
で
、
歴
史
小
説
の
第

一
人
者
と
し
て
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
作
家
に
な
る
以

前
の
資
料
も
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
実
母
に
よ
る
誕
生
時
の
記
録
、
父
が

書
い
た
命
名
書
、
小
学
校
時
代
の
日
記

帳
や
女
学
校
時
代
の
生
徒
手
帳
な
ど
、

残
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
奇
跡
に
近

い
、
古
河
で
の
幼
少
時
代
の
貴
重
な
資

料
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
永
井
氏
自
身
が
「
小
説
家

に
な
る
の
に
一
番
大
き
な
影
響
を
受
け

た
」
と
い
う
叔
父
・
三
郎
が
残
し
た
成

長
記
録
は
必
見
。
永
井
路
子
の
将
来
に

つ
い
て
、
ま
る
で
予
言
し
て
い
る
か
の

よ
う
な
言
葉
が
綴つ

づ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
古
河
市
名
誉
市
民
の
永
井
氏
の
足
跡

を
辿た

ど

る
企
画
展
。
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て

い
な
い
人
は
、ぜ
ひ
、ご
来
館
く
だ
さ
い
。

幻
の
初
期
作
品
群
を
読
み
た
い

　
と
こ
ろ
で
、
タ
イ
ト
ル
の
３
つ
の
名

前
で
す
が
、
す
べ
て
永
井
氏
の
も
の
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
「
路
子
」
は
筆
名
、

本
名
の
「
擴ひ

ろ

子こ

」
を
ご
存
じ
の
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
永
井
氏
の
最
初
期
の

作
品
を
見
る
と
、
昭
和
33
年
秋
ま
で
は

本
名
で
、
そ
れ
以
降
は
筆
名
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。
で
は
、「
な
つ
み
」
と
は
？

　
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で

す
が
、
実
は
永
井
氏
は
デ
ビ
ュ
ー
直

後
、『
ポ
ケ
ッ
ト
講
談
』
と
い
う
雑
誌

に
２
作
の
時
代
物
を
書
い
て
い
ま
す
。

そ
の
た
っ
た
二
度
だ
け
使
用
し
た
筆
名

が
「
吉
野
な
つ
み
」
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
三
條
院
記
」

も
含
め
、
こ
れ
ら
最
初
期
作
品
の
ほ
と

ん
ど
は
、
永
井
氏
の
書
籍
の
ど
れ
に
も

収
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
初

出
誌
以
外
で
は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
し
か
も
そ
の
初
出
誌
も
ほ
と
ん

ど
入
手
不
可
能
と
い
う
、
ま
さ
に
幻
の

作
品
群
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
「
幻
」
と
い
わ
れ
る

と
読
ん
で
み
た
く
な
る
も
の
…
…
。

　
そ
こ
で
、
館
で
は
今
展
に
あ
わ
せ
、

永
井
氏
の
未
書
籍
化
作
品
を
集
め
た

『
永
井
路
子
初
期
作
品
集
』
を
刊
行
し

ま
し
た
。
永
井
文
学
の
原
点
と
も
い
え

る
作
品
群
…
。
ぜ
ひ
、
ご
一
読
を
。　

（
企
画
展
は
12
月
25
日
ま
で
）

古
河
文
学
館
学
芸
員

　
秋
澤
正
之

▲平成21年、文学館で
講演する永井路子氏

▲『小説サンデー毎日』
(上)『ポケット講談』(下)

▲叔父・三郎が書きとめ
た永井路子の成長記録
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三和図書館

【一般書/小説】
一億円のさようなら

白石一文　著
　連れ添って20年。発覚し
た妻の巨額隠し資産。続々と
明らかになる家族の秘密。爆
発事故に端を発する化学メー
カーの社内抗争。もう誰も信
じられない。鉄平は人生を取
り戻すための大きな決断をす
る。

出版社…徳間書店

【一般書/動物学】
写真家だけが知っている動物
たちの物語

ロザムンド・キッドマン・
コックス　編著

　ワイルドライフ・フォトグ
ラファー・オブ・ザ・イヤー
を受賞した動物写真の中か
ら、記憶に残る魅力的な写真
を厳選して掲載。
　　出版社…日経ナショナル

ジオグラフィック社

【児童/読み物】 
銀杏堂

橘
たちばな

春香　作・絵
　骨董屋「銀

ぎ ん

杏
な ん

堂」の女主
人・高田さんが世界中を旅し
てあつめた、自慢の品々。
　そのひとつひとつに、めく
るめく冒険物語が秘められて
いるのです。高田さんが話し
てくれた、14の冒険のお話。

出版社…偕成社

【絵本】 
おたすけこびとのにちようび

なかがわちひろ　文
ヨコヤジュンジ　絵

　日曜日はおたすけこびとも
お休み。でも野原にあそびに
いったら、こまっているカメ
を見つけてしまい…。
　ショベルカーやブルドー
ザーなど働く車とこびとたち
が大活躍する、シリーズ第6
弾。

出版社…徳間書店

拡幅工事によって片側に側溝が設置された、国道125号の尾崎
十字路をはさんで東から西を見たところです。
国道125号は昭和41(1966)年に改良工事が全線で完成し、そ
の後舗装工事が行われました。この写真は、地域のメイン道路
として生まれ変わろうとしている国道の様子を写しています。
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▲茨城県無形文化財に指定されている古河市三和郷土芸能保存会のおはや
しは圧巻でした

地域の文化・芸能が集合
第5回
さんさんまつり
　10月28日、三和健康ふれあいスポー
ツセンター前広場でさんさんまつりを開
催しました。爽やかな秋晴れの中、笛や
太鼓などのおはやしに併せて神

み こ し

輿4基・
山

だ

車
し

4基が威勢の良い掛け声とともに会
場を練り歩きました。
　また、当日は約2万5,000人が来場。
吹奏楽演奏や神

か ぐ ら

楽などのステージイベン
トを見たり、事業所や地区コミュニ
ティー団体の模擬店で買い物をしたりと
思い思いに楽しみました。

　11月7日、ユーセンター総和でシニア運動教室
を開催しました。65歳以上で転倒等に不安のあ
る人を対象に全11回開催しているもので、21人
が参加しています。
　参加者からは「体が軽くなった」「外出が楽し
み」との声が聞こえ、さらなる体力アップを目指
し楽しく体操をする姿が見られました。

目指せ、生涯現役！
貯
ち ょ

筋
き ん

あっぷ運動
シニア運動教室開催

▲手を広げ、ストレッチに取り組む参加者

丹精込めて育てた1,800鉢の菊花
第13回
古河菊まつり

　10月27日～11月23日、ネーブルパークふれ
あい広場で古河菊まつりが開催されました。　　
　盆

ぼ ん

養
よ う

、懸
け ん

崖
が い

のほか、市民と市内幼稚園児が共同
で制作した「筑波山」や、シンボルとなっている

「五重塔」が来園者の目を楽しませました。期間
中は、菊花会による菊の即売会も行われ、多くの
来園者でにぎわいました。

▲色鮮やかな大菊は見応えがありました
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土井家の縁を感じながら
古河市×福井県大野市
姉妹都市交流
　9月22日、来年開催の国体視察に併せて針谷市
長が姉妹都市である福井県大野市を訪問しました。
　樹齢100年以上のケヤキとスギの木の根元が一
緒になって生える「良縁の樹」がある春日神社で
開催された祭り「縁

えにし

のあかり」のイルミネーショ
ン点灯式に石山大野市長と参加し、姉妹都市交流
を図りました。

▲両日とも天候に恵まれ、テントブースは多くの来場者でにぎわっていま
した

爽やかな秋晴れの下で
第19回
古河よかんべまつり
　11月3日・4日、古河公

く

方
ぼ う

公園で古河
よかんべまつりが開催されました。
　約8万人が来場し、地元企業や飲食店
など多数の模擬店が出店され、アイス作
りや本棚作り等の体験ブースには、行列
ができていました。
　ステージイベントでは、この日のため
に頑張って練習を重ねてきた園児のパ
フ ォ ー マ ン ス や ダ ン ス 、ヒ ー ロ ー
ショー、和太鼓演奏等が行われ、来場者
は秋の一日を堪能しました。

▲古河市と大野市の縁がより深まるように祈願しました

男が働かない、いいじゃないか！
男女共同参画講座

▲男性が抱える問題について学ぶ参加者

　11月11日、古河福祉の森会館で男女共同参画
講座を開催しました。
　大正大学准教授の田中俊之氏を講師に迎え、男
性学の視点から男性が働くのは当たり前という常
識に切り込み、新しい男性の生き方について講演
しました。参加者は「男も女も、仕事も家庭も」
という提案に関心を寄せていました。
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科学の不思議を体験
第21回青少年のための
科学の祭典古河大会
　11月10日、古河はなもも体育館で青
少年のための科学の祭典を開催しまし
た。市内小中学校の他、高校・大学・企
業や団体などが53のブースを出展。
　来場者は、興味のあるコーナーで作品
を作ったり、自然科学に関する実験など
を見たりと思い思いに楽しみました。
　訪れた市内の小学生は、「この溶液や
素材でアクセサリーができるなんて意外
だった」など科学に関する理解を深めま
した。　

　11月10日、古河はなもも体育館でECOフェス
タを開催しました。展示・体験ブースには、生活
に役立つ情報などがあり、多くの人が展示物を見
ながら環境への意識を高めました。
　古河大使春風亭柳

りゅう

橋
きょう

さんの「落語で聴く　昔暮
らし今暮らし」を聴きながら、来場者は環境に優
しい取り組みなどを再認識していました。▲演目「御幣たちうち」を舞う獅子

▲発電する仕組みを身近なもので体験しました

　11月11日、女沼香取神社でささらが奉納され
ました。五

ご

穀
こ く ほ う

豊穣
じょう

・家内安全などを祈念し奉納さ
れる女沼ささらは、10幕の舞からなる「前獅子」

「女獅子」「後獅子」の風流獅子舞で、腹に小太鼓
を抱き両手に持ったバチを打ち鳴らして舞い踊り
ます。観覧者は、厳かな笛の音に合わせて舞う獅
子の姿に見入っていました。

古河市無形文化財
女沼ささら

楽しく学ぼうエコライフ
ECOフェスタ古河2018

▲宇宙と海の科学実験のブースでは、高校生から説明を受けながらフラス
コに液体が注がれる様子を見学する小学生などの姿が見られました
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各種相談のご案内
相談窓口がわからない場合は、 市民総合窓口課相談係℡92-3111(代)へ

   
市役所各庁舎案内 人口	 (11月1日現在)

住民基本台帳から
総人口	 143,710人(－28)
男	 72,481人(－30)
女	 71,229人(＋ 2)
世帯数
� 61,323世帯(＋70)
� ( 　)内は前月比

総和庁舎　℡92-3111　〒306-0291古河市下大野2248
古河庁舎　℡22-5111　〒306-8601古河市長谷町38-18
三和庁舎　℡76-1511　〒306-0198古河市仁連2065
健康の駅　℡92-5771　※各課に直通電話があります。

　　　　　　〒306-0221古河市駒羽根1501
古河福祉の森会館　℡48-6882　

　　　　　　〒306-0044古河市新久田271-1
開庁時間：月～金曜日、8時30分～17時15分(祝日・年末年始を除く)
　　　　  �※木曜日は 市民総合窓口課、 子ども福祉課の

　  一部窓口を19時まで延長開庁。

区分 期日 時間 場所 予約等 申込・問

市民の法律相談

12/14(古)、12/18(三)、12/20(総)、12/21(古) 12/3(月)8時30分～

市民総合窓口課
℡92-3111

1/11㈮

13時～16時40分

1階市民相談室
1/4㈮
8時30分～

1/15㈫ 1階相談室1-3
1/17㈭ 第2庁舎3階会議室4
1/25㈮ 1階市民相談室

行政相談 1月、2月はお休みします。

税務相談 12/11㈫ 13時30分～16時30分 1階市民相談室 要予約
9時～16時

関東信越税理士会古河支部
℡0297-44-8585(柳田)1/8㈫

在住外国人生活相談 月～金
9時30分～11時30分
13時30分～16時30分 ふるさと館 母国語での相談の

み要予約
外国人アットホームin古河
( 企画課内)℡92-1404

8時30分～17時15分 要相談 要予約 古河市国際交流協会事務局
( 企画課内)℡92-3111

女性相談・家庭児童相談 月～金 8時30分～17時15分 総和庁舎 不要 子ども福祉課℡92-3111

DV相談 月～金 9時～17時 非公開 要予約 古河市配偶者暴力相談支援
センター℡92-7209

心の健康相談 12/6㈭ 13時～15時 健康の駅 要予約 健康づくり課℡48-68831/17㈭
知って得する
健康相談

12/6㈭ 13時30分～14時30分 古河福祉の森会館 要予約 健康づくり課℡48-688312/25㈫
就学相談 月～金 8時30分～17時15分 古河庁舎2階 要予約 指導課℡22-5111

障害者相談 12/21㈮ 10時～12時 2階視聴覚室3 不要 障がい福祉課℡92-49191/12㈯ 13時30分～15時30分 2階視聴覚室
認知症に関する
個別相談 12/11㈫ 13時～16時 健康の駅 要予約 高齢者サポートセンタ

ー総和℡92-5920

出張年金相談 12/19㈬ 10時～14時30分 古河商工会議所
（鴻巣1189-4）

11/19㈪～ 下館年金事務所
℡0296-25-08291/16㈬ 12/17㈪～

消費生活相談
月～金 9時～12時

13時～16時
古河市消費生活セン
ター( 商工政策課内) 不要 古河市消費生活センター

℡23-171812/25㈫ 10時～12時
13時～15時 1階相談室1-3

人権相談
12/5㈬は「特設人権相談所」を開設します。
10時～12時、13時～15時　古河庁舎、総和庁舎、三和庁舎
※詳細は問い合わせください。

要予約 人権・男女共同参画室
℡92-3111

人権生活相談 12月、1月はお休みします。

広域隣保人権生活相談

月・木(12/24・31、1/3・14を除
く)、9時30分～11時30分
山田幸助相談員

1階市民相談室
要予約 隣保館℡48-1989

火・木・金(1/1・3を除く)、10時～
12時、峯和代相談員 総和庁舎第2庁舎

生活困窮者相談
(就労支援) 月～金 8時30分～17時15分 古河市生活支援セン

ター(健康の駅内) 要予約 古河市生活支援センター
℡92-7017

心配ごと相談 毎週水曜日
会場輪番制 13時30分～15時30分 健康の駅/三和地域福

祉センター 要予約 古河市社会福祉協議会
℡48-0808
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関東どまんなかサミット情報　〜栃木・群馬・埼玉の話題〜

10月号「読者アンケート」でいただいた
ご意見(一部抜粋)を紹介します！

栃木市(栃木県)
■国の登録有形文化財で味わう

「とちぎ江戸料理」のランチ
　美しい日本庭園を眺めながら、
小江戸栃木の古くて新しい味覚を
ご賞味ください。
場所　横山郷土館(栃木市入舟町
2-16)
メニュー　蔵の街弁当Ａ2,160
円、歌

う た

麿
ま ろ

雪月花弁当「花」1,295
円など
申込期限　希望日の1週間前
問　横山郷土館(受付時間：9時～
17時)℡0282-22-0159

小山市(栃木県)
■おやま本場結城紬クラフト館ワークショップ教室
期日・内容　①12/15㈯、1/5㈯：輪織り麻ひもバッ
グ作り②12/19㈬：まゆクラフト「お正月飾りを作
ろう」③12/22㈯：ディンプルアートで作る小さな
フォトフレーム
場所　おやま本場結城紬

つむぎ

クラフト館
費用　①1,000円②500円③700円　
申込・問　おやま本場結城紬クラフト館
　　　　   ℡0285-32-6477

野木町(栃木県)
■TOWN-NOGIイルミネーション2018
　JR野木駅前東西ロータリーに「エンジェル」など
多数のオブジェが登場する他、約8万球のLEDライ
トが冬の駅前を華やかに彩ります。
期間　2/17㈰まで
時間　日没後(17時ごろ)～24時
場所　JR野木駅前東西ロータリー
※車で来場の際は、有料駐車場をご利用ください。
問　野木町観光協会(産業課内)℡0280-57-4153

加須市(埼玉県)
■第9回全国高等学校選抜
スポーツクライミング選手権大会
　全国各地から選抜された高校生
クライマーの熱い戦いを間近で観
戦しよう。
日時　
12/22㈯9時～17時30分
12/23㈰8時40分～15時30分
場所　加須市民体育館(加須こい
のぼりクライミングウォール)

［加須市下三俣590］
問　スポーツ振興課
　　℡0480-62-6123

板倉町(群馬県)
■ポップワークス展2018
　東毛地区近隣の作家によるグ
ループ展。個性的なイラスト、立
体造形、写真などが多数展示され
ます。
期間　12/6㈭～16㈰
場所　わたらせ自然館
(板倉町海老瀬4663-1)
問　わたらせ自然館
℡0276-82-1935

◆
10
月
号
の
表
紙
は
消
防
団
の

強
い
使
命
感
が
胸
に
せ
ま
る
写

真
で
し
た
。

　

(

ひ
で
ち
ゃ
ん
・
70
代
男
性)

◆
最
近
、
古
河
駅
周
辺
で
も
外

国
人
に
出
会
う
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
幼
少
期
か
ら
英
会

話
に
な
じ
み
の
な
か
っ
た
私

は
、
今
で
も
外
国
人
を
見
る
と

「
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
・
ド
キ
ド
キ
」
感

が
強
く
、
２
度
目
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
観
戦
を
前
に
、
苦
手

な
英
会
話
を
小
学
生
と
一
緒
に

学
び
た
い
と
の
思
い
に
駆
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

(

Ｆ
Ｍ
・
70
代
男
性)

◆
古
河
の
歴
史
や
、
お
祭
り
な

ど
勉
強
で
き
た
り
、
市
民
活
動

に
参
加
で
き
た
り
積
極
的
に
か

か
わ
れ
る
情
報
が
あ
る
と
嬉
し

い
で
す
！

(

お
で
ん
ち
ゃ
ん
・
30
代
女
性)

◆
「
ア
ン
ケ
ー
ト
応
募
に
つ
い

て
」
最
初
は
メ
ー
ル
で
応
募
し

よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
問
い
合

わ
せ
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
で
良
い

の
か
わ
か
ら
ず
、
今
回
は
ハ
ガ

キ
に
し
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
ア

ン
ケ
ー
ト
応
募
用
の
フ
ォ
ー
ム

を
別
で
作
っ
て
も
ら
え
た
ら
わ

か
り
や
す
い
で
す
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(

ポ
ゥ
の
マ
マ
・
30
代
女
性)

◆
小
さ
な
子
が
い
る
の
で
、
輪

番
な
ど
の
情
報
は
助
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
子
ど
も
向
け
の

情
報
が
あ
っ
た
ら
載
せ
て
ほ
し

い
で
す
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(

こ
ま
り
ん
・
30
代
女
性)

◆
美
術
館
、文
学
館
、博
物
館
、

資
料
館
の
開
催
展
内
容
で
も
う

少
し
詳
細
な
情
報
を
希
望
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(

60
代
男
性)

■
今
月
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
応
募
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
の
声
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。



詳細は、市ホームページをご覧ください
https ://www.c i ty . ibaraki -koga. lg . jp/

古河市

Facebookページで
市のイベント情報や話題を発信中！

ci tykoga_official
Instagramページで
市の魅力的な風景を発信中！

コガドウガ～動画で発見！古河市の魅力～

YouTubeを活用して
市の魅力を動画で発信中！

＼ インスタグラムで古河の魅力を投稿しよう！／

市内で撮った写真にハッシュタグ
#こが暮らし#こが育ちをつけて投稿してください♪

毎月１枚ベストショットを選出し掲載します！

hisho.kouhou@city.ibaraki-koga.lg.jp
（タイトルは「読者アンケート応募」とする）

〒306-0291  茨城県古河市下大野2248
古河市役所　 秘書広報課

Q１   今月号でよかった特集や写真があれば教えてください

Q２   取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください

Q３   広報に関するご意見・ご感想をお聞かせください 

アンケート

今月のプレゼント

※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載する場合があります。

◀

インターネットで
市内情報を発信中！

読者アンケート
「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を明
記の上、下記宛先までご応募ください。

ハガキで応募

メール・Q Rコードで応募

※アンケート回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
当選者には引換券をお送りします(品物は発送しません)。
※お店をPRしませんか。
読者アンケートのプレゼントを提供していただけるお店を
随時募集しています。詳細は秘書広報課までご連絡ください。
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中華食房
天天からの
プレゼント

ID:r0150015  DATE:2018.9.18
#古河公方公園#夕暮れ時

12/15
必着

鳥のから揚げ200g　20名様

10月にリニューアルオープン。新しい中華料理の楽しみ方を提供中！
同時に惣菜スペースもオープンしました！


